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兵庫県丹波市⽴⻘垣中学校

⽣徒が⾃⾛していくための授業づくりの⼀環で、⾃由進度学習を取り⼊れているという⻘垣中学校。2年数
学「確率」の、2時間⽬と3時間⽬の授業の様⼦をご紹介します。

数学 確率ー2時間⽬ー 樹形図を使った求め⽅

▲ ペアでプリントに取り組む。

あおがきたんば

 「授業⽀援機能」で理解度を測る問題を
出題し、本時の内容を理解できているか
確かめる。

 理解度を測る問題は「授業⽀援機能」の
テンプレートを活⽤し、教材準備時間を
短縮する。

ラインズｅライブラリ活⽤のねらい

数学 確率ー3時間⽬̶ 表を使った求め⽅

「学び⽅を学ぶ」という⽬標と、学習の進め⽅を全員で共
有した後、⽣徒はデジタル教科書やラインズｅライブラリ
の解説教材などを読み、個⼈で考えたり、友達と教え合っ
たりし、課題プリントを進めていきます。
先⽣は⽣徒の進捗を確認しながら、⾃作の解説スライド

をタブレットに配布します。⽣徒はスライドを読んで答え
合わせをし、押さえるべきポイントを確認します。

〜⾃由進度学習におけるラインズｅライブラリの役割〜

▲ 多くの問題に触れることで、プリント
で得た理解を、さらに深める。

答え合わせを終えた⽣徒は、ラインズｅライブラリのド
リルや問題集を開き、次の課題へと進みます。ラインズｅ
ライブラリでは、課題プリントとは異なる問題にも触れら
れ、⽣徒は⼀層集中して取り組みます。
授業の終わりには「授業⽀援機能」で先⽣から問題を出

題。「100％を⽬指そう︕」の声掛けとともに、理解度
チェックを⾏います。正答率が100％になると、⽣徒から
拍⼿が起こり、緊張感のあった教室の雰囲気が⼀気に明る
くなりました。

正答率が⼀⽬で分かる「授業⽀援機能」。
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 問題数が多く、⽣徒により異なる学習ペースに対応できる。
 教科書とは異なる記述や問題に触れる機会になる。
 誤答選択肢は、⽣徒が引っ掛かりそうなところが⼊っていて、
問題を通して課題の理解が深まる。

▲ 「導⼊」「本時の内容」
「まとめ」ごとにおす
すめの問題が整理されて
いる。

授業⽀援機能
テンプレート
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理解度
チェック

課題プリント・問題集・ラインズｅライブラリ

「⾃由進度学習」授業の流れ

⽣徒の声「ラインズｅライブラリを使ってみて」

インタビュー 学び残しなく、理解を確かなものに

丹波市教育委員会
学習データ活⽤教育研究室
研究員
桂⽊ ⾶雄⾺ 先⽣

スライドを配布・答え合わせ

流れを
確認

▲ 流れを確認したら、プリントをスタート。先⽣の
スライドが配布されるまで、⾃分の⼒で解いていく。

▲ ⽣徒同⼠教え合ったり、先⽣に質問したりしな
がら、各⾃のペースで課題に取り組む。

▲ 最後に「授業⽀援機能」で理解度チェックを⾏い、
学び残しがないかを確かめる。

 課題プリントを解き終わった後に、⾃分のペースで問題を選べて、⾃分に⾜りないところを
練習できる。

 挑戦の問題をやってみて、難しければ難易度を変えられるのが、⾃分に合っている。
 ⾃分でどこまでできるか、分かるようになった。

⾃由進度学習では、⽣徒が⾃分で理解しようとし、解決することから意欲が増します。ま
た、⼿が⽌まっている⽣徒にも「⾃分で気づくまで、もう少し考えさせてあげよう」という
時間の余裕が⽣まれます。⼀⽅で、⽣徒に委ねる部分が⼤きいので、学び残しがないよう⾃
作のスライドを使って、解説やポイントをしっかりと伝えます。
さらにラインズｅライブラリの「授業⽀援機能」で、理解度を数値で把握できます。⽣徒

の解答が集められた結果、理解度が低ければ「次の時間にここを押さえ
よう」と、教員側のやることが明確になります。単元のポイントとなる
問題がテンプレートになっていて、⾃作せずとも理解度を測る問題を利
⽤できることは、とても助かります。
授業での活⽤のほかに、朝学習で活⽤したり、⻑期休業中の⾃主学習

として取り⼊れたりしています。⽣徒には、⾃分の苦⼿なところを知り、
学習内容を選べる「判断する⼒」を、ラインズｅライブラリを通して⾝
に付けてほしいと思います。

▲ テンプレートを活⽤すると ①セクション選択→②問
題選択→③出題 の3ステップで利⽤できる。

①

②

③

※本紙の情報は取材当時（2024年度）のものです。


